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<研究概要>

A)アフリカに生息する野生チンパンジー･ボノボの生
憶と行動研究

HuWmanMA,橋本千絵,笠原聡,早川祥子,TaranjitKaur

皮Jatinder■Singh(ⅥrginiaPolytechnicInstitute),Klara
Petrzelkova(AcademyofSciencesoftheCzechRepublic)
タンザニア国マハレ山塊とヴィクトリア湖のルボン

ド島,ウガンダ国カリンズ森林などのアフリカ各地の

調査地で,チンパンジーを中心に生態学的調査をおこ
なった.チンパンジーの寄生虫やその他の感染症を調

査した.移入された西アフリカ由来のチンパンジーが

生息するルボンド島で特,2000年に開始したチンパンジ
ーの行動生態学的研究を継続し,島全域の土地利用,食

物の季節的変化などを調査した.カリンズ森林では,食

物の季節変化に対する遊動や採食やメスの性行動につ

いて調査を行った.さらに,オス同士の親和的関係につ

いてパーティー構成や毛づくろいの頻度を指標として

調査した.コンゴ民主共和国ワンパ地区では,ボノボを

対象に食物の季節変化と遊動･採食との関係について調

査を行った.

B)テナガザルの行動生態学的研究
早川祥子

2006年度より継続してアメリカ合衆国のテナガザル

保護センターにてコドモの音声発達の調査を行った.

特に今年度はオスのコドモがメス型の歌を歌う現象に

注目し,発声頻度や母親 ･父親との近接関係について昨

年度との比較調査を行った.

C)マカクの文化的行動研究
NahallageCAD,HumnanMA,Leca∫-B･
霊長類研究所の飼育ニホンザルやアカゲザルのコロ

ニーで調査をおこなった.石遊びなどの文化的行動の

社会的観察学習･伝播機構の比較研究をした.

D)ニホンザル及びバングラデシュのアカゲザルの環境
利用に関する研究
JamanMF,HufrmanMA.

自然環暁に近い霊長析研究所節5放飼場群と,人工的

な環境の前浜群及び若桜群,バングラデシュの野生ア

カゲザルを対象に,それぞれ只なる環矧 こ生息する群

れにおける活動時間配分の季節的変軌 性年齢差を調

充した.

E)スリランカとインドに生息する霊長類の行動生態学
的研究

HuLTmanMA,NahallageCAD.

2004年末に開始した,スリランカに生息する野生霊
長頬の分布調査を継続しておこなった.これまで行っ

てきた,南西,南,東南,中央地域,北東地域における,

トクザル (Macacasi17L'ca),ハヌマンラング-ル

(PresbytLset7telhLS),カオムラサキラング-ル(Presbytis

set7eX)の分布調査を拡大し,スリランカ全土における分
布を確かめるために各県,地区レベルにアンケート調

衣をおこなった.また,スリランカのトクモンキー等の

淀長和の比較社会生憶学的研死の一環として,近縁種

であるインド南部に生息する詔長芋訓こついて,現地の
研死者と共同研究プロジェクトを開始した.南インドの

5種野生霊長桁の野外税額を行い,全種の生活様式と環

境実態を確認した.

F)メスニホンザルにおける社会的順位,繁殖状憶や棒
康状態と糞中のコルチゾール量の動億に関する研究

GarciaC,HuffmanMA,清水慶子 (若.nf官調節分野)
霊長研所飼育群のニホンザルメスにおける究中ステ

ロイド濃度 (コルチゾール,プロゲステロン,エストラ

ジオール)を調べ,これらのホルモン状態と繁殖状憶,
社会関係,栄養状態との関連性を検討した.継続調査に

よって,高浜群及び若狭第5放飼場のニホンザルのオト

ナメス (コドモがいる場合)の行動観察,定期的の究採
集と健康チェックを行った.

G)屋久島におけるニホンザルと寄生虫を支える食物網
の構造とエネルギー論に関する研究

HemandezAD,HumIlanMA.

本共同研究は,忠長桁の食と病気を新たな視点から

見つめ,今までに盃長析学の中で本格的に取り上げら

れてこなかった食物網の構造とエネルギー論に1.C-.点を

あてて行われた.2007年度においては,成児nLJ爪屋久由

の西部海岸部において,宿主と布生山を支える食物網
の構造とエネルギー論に関する研究を開始した.その

地域の食物網を整理し,サルとその寄生虫を弟うエネ

ルギーの流れや,サルと寄生虫の接触の構造とその季
節的動態を目的として調査を行った.調査地内に生息

するサルの摂取する食物畳の測定を行なった.年齢,悼

別,社会的順位による感染度の変異を調べるために,荏
期的にサルの糞を採集した.

H)屋久島ニホンザルの寄生虫生態学と健頗維持に対す
る食物選択の役割についての研究
MaclntoshAJJ,HumnanMA.
鹿児島県屋久島の四部梅F軍部において,ニホンザル

の寄生虫感汲症,行動活動パターンや柾物性食物のと
それに関する研究を開始した.

I)ニホンザルの未成熟個体の社会関係についての研究
松岡絵里子

宮崎県寺島において,野生ニホンザルの未成熟個体
の社会関係の発達について調査をおこなった.未成熟

個体とオトナオスの近接関係に睦目した.

<研究業績>
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社会構造分野

部f洞IJ史 (教授,2008年2月から),半谷吾郎 (准教授),
杉捕秀樹 (助教,2008年2月まで),郷もえ,鈴木真理子,

神田恵,原油牧子,油田晶子 (大学院生)

<研究概要>

A)チンパンジーとボノボの採食と遊動パターンの研究
古市剛史

コンゴ民主共和国ワンバ地区の野生ボノボを対真如こ,

遊動時のグルーピングパターンや遊動速度が,果尖生
産量の季節変化にともなってどのように変化するのか

を調べた.また,そのような変化に,メスたちがどのよ

うに対応しているかを調べ,父系社会であるにもかか
わらずメスが集団の中核をなすボノボの社会構造の生

態学的基盤を明らかにした.また,ウガンダ共和国カリ

ンズ森林のチンパンジーを対象に,果実樹の利用と遊
動パターンについての研究を行った.多くの果実があ

る樹木には,多くのチンパンジーが集まって長い時間

を過ごすが,そこでは毛づくろいなどの社会交渉に多

くの時間を詐やし,一頭あたり,時間あたりの採食穴は

減ってしまう.チンパンジーの採食遊動は,採食効率だ

けでなく,オス間の社会関係や,交尾相手の探索など,
さまざまな社会的要因によって決まっていることを明
らかにした.

B)ヒト科の社会構造の進化についての研究
古市剛史

チンパンジー,ボノボ,ゴリラ,オランウータンなど
の析人猿は,メスの出超間隔が延びることでメスの発

情の痢皮が下がり,発情メス1珂あたりのオスの数 (罪

情性比)が極端に高くなる.このことは,iJ!田内のオス
問の性的統合や,オスによる子殺し,ハラスメントを避

けるためのメスの単独行動など,さまざまな問題を引き

起こしていると考えられる.頬人狼各種は,この高くな
りすぎた発情性比に対応するための様々な性的,社会

的方策を進化させており,それが類人猿の社会構造の

進化,ひいてはヒトの誕生にもつながっているという
仮説を立てて検証した.

C)ニホンザルの個体群動態とその生態学的決定要因の
研究

半谷吾郎,杉浦秀樹

虎児由県･屋久砧のニホンザル野生畔を対象に,個体
耶動態の継続調査を突･施した.屋久砧の瀬切川上流域

では,森林伐採と穴実の盟:凶の年変動がニホンザル個

体附 こ与える形轡を明らかにする目的で,調査を行い,
m別された5つの群れの構成,地域全体のニホンザルの

典団密度,ニホンジカの発見頻度などの人口学的資料

を集めた.屋久島海岸部でも,個体識別された10群程

度の群れの構成と,西部海岸全域での道路カウントを
行った.

D)ニホンザルの行動生態学的研究
半谷吾郎,杉浦秀樹,鈴木真理子,神田恵,原揮牧子

屋久島では,音声コミュニケーション,群れの空間的
なまとまりを維持する行動について研究を行うととも
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